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●看護師への教育や確認に依存しない、工学ベースの安全管理システムの構築が必要である。
●インシデントによる要因は定性的に記載されているため、詳細を定量的に記載するデータベース化が必要である。

インシデント事例に関しては、気管切開患者の抜去や接続外れの事例が多く、詳細な状況はテキストデータとして記載されていた。抜去事例に関しては、
ケアの多い日勤帯での抜去が多く、夜勤帯では抜去予防のために上肢の抑制や鎮静などによって何らかの対応をしている上での事例が多いことが
考えられた。看護師は、患者の状態から抜去や接続外れのリスクが高い状況をある程度予測し、安全管理をする上での異常の早期発見も務めていることが
テキストデータより予測できた。また、その予防策としては、確実な確認を行うと記載されていることがほとんどである。人工呼吸器装着患者の安全を担保
するために、看護師は医療機器や人工気道の確認に多くの時間を費やしていることが予測される。看護師への教育や確認だけに依存しない工学ベースのシ
ステムの構築が必要である。また、現状のインシデントレポートでは、状況の詳細を記載する書式が定まっておらず、テキストマイニングによる解析には限界
があった。インシデントの予測や具体的な予防策を講じるためには、勤務時間や曜日だけでなく、詳細な患者状況と看護師の行動やアセスメントを定量的に
記載できるデータベースを作成し、データを蓄積していく必要がある。 

安全な人工呼吸器管理を支援するシステム構築に向けた
インシデント事例のテキストマイニングによる分析
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❶本研究を行う背景

この研究 ▶ 医療安全の向上に資する機器開発のための医産学連携プラットフォームの一端として行った先行研究である。

人工呼吸に関連したインシデント事例 ２００件/年（ヒヤリハット含む） 看護師のヒューマンエラーを要因とする事例が最多。

対 策 予防するためのチェック業務や教育が次々と追加され、業務量のみが増加。

▼医療安全の向上に資する機器開発のための医産学連携プラットフォーム
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従来型の個別ニーズに基づく医工連携ではなく、医療現場と直結する先端医療工学研究所の利点を活かし、一般的には共有が困難な機微な情報を含む
生のヒヤリハット・インシデント情報から、現場の意見と工学的な視点の両面よりアンメットニーズを発掘し、兵庫県立学全体の知と技術を礎に、
複数企業の異業種融合によるオープンイノベーションにより、革新的な医療安全の向上に資する医療機器・雑品を研究開発・実用化する。

医療事故を無くし、質の高い高度な医療を享受できる社会の実現を目指す。

❷本研究の目的 ❸方法

目的（１）
人工呼吸器に関するインシデントを予測するための関連要因を
明らかにする。

目的（２）
人工呼吸器に関するインシデントを予測・予防するための課題を
抽出する。

●日本医療機能評価機構が公開する医療事故情報収集事業を使用
●検索条件：2017年～2022年に一般病棟で発生
●キーワード：人工呼吸器
●人工呼吸器装着中の患者に対する看護・管理上のインシデントを対象
●KH-Coderによる頻出語、係り受け分析、階層的クラスター分析

❹結果

人工呼吸器装着中のインシデント ５３６件

２３６件

１５３件

７３件

１１７件

５２件

看護・管理上のインシデント

気管切開患者に関する事例

気管内挿管患者に関する事例

抜去事例

回路の接続外れ

平日：17.2件（平均） 休日：15.5件

深夜帯：30件 日勤帯：54件 準夜体：33件

▼ワードクラウドによる頻出語

▼係り受け分析

リスクの高い状態をある程度予測している。
インシデントの予防には確認を行うことが多い
ほとんどのインシデントでアラームは鳴っている。

患者の状態を気にかけている。
異常の早期発見に努めている。

❺考察

❻結論
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